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(1)ALTの
配置状況

平成26~平成29年度 5名

（小2名、中3名）

平成30~令和元年度 7名

※移行期間 （小４名、中3名）

令和2年度~ 10名

※新学習指導要領全面実施（小7名、中3名）

直接雇用で優秀なALTを確保



(2) ALTの
役割及び
活用状況

①小・中学校における外国語、

外国語活動における、教員の補助

②児童生徒への外国語学習の指導

・支援

③外国語及び国際理解教育の推進
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日本 計

H26 3 1 1 5名

H27 3 1 1 5名

H28 3 1 1 5名

H29 2 1 1 1 1 1 5名
延べ7名

H30 4 1 1 1 7名

R01 4 1 1 1 7名

R02 6 2 1 1 1 10名
延べ11名

R03 7 1 1 1 10名

R04 7 1 1 1 10名

蕨市採用ALTの国籍
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ＧＴＥＣ

事業概要



文科省
「第３期教育振興基本計画」



文部科学省

全国学力・

学習状況調査



・中学校英語の成果の可視化
・事後研修会での「良き指導事例」の共有
・先生方・子どもたちへの良質なフィードバック
・市内の先生方に向けた研修会の実施
・GIGAスクール端末で活用できる外国語教材の
提供
AI採点・ライティング指導用の動画コンテンツ

・一人一人の結果に応じた復習教材の提供

ＧＴＥＣで

目指すもの

「話す・書く」を含めた英語4技能測定と
PDCAサイクルの構築により英語力育成を推進
する



Speaking

テスト

1人1台のタブレット端末の環境で、短時間で
学年全員が学校内の教室でクラス単位で
Speakingの「一斉受験」が可能に



紙教材と

Webコンテンツ



動画コンテンツ



Writing教材



GIGA端末で

の活用方法

これまで
これまで



教員研修

（事前研修）

・中学校新課程における指導の変化・指導の姿

・国が求める英語力の姿 等



教員研修

（事後研修）

・GTECの結果に関するベネッセ
コーポレーションからの情報提供

・グループワーク



令和３年度

GTEC結果

受検者数
460点以上の
生徒数

在籍生徒数

英検３級程度の生徒割合

受検者比率 在校生比率

３年生 379 253 438 66.8% 57.8%

２年生 411 203 446 49.4% 45.5%

４技能スコア460点以上の生徒数
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エルドラドの中・高校生との交流

•第二中学校 ２年生（１５５名）

Gold Trail School （中学校）※１０～１４歳

•東中学校 ３年生（１１０名）

Oak Ridge High School（高校）※１４～１７歳



エルドラドの中・高校生との交流



令和４年度
エルドラドの中・高校生との交流予定

第一中学校

東中学校

Oak Ridge High School（高校）

※１４～１７歳



令和４年度
エルドラドの中・高校生との交流予定

第二中学校

Gold Trail School （中学校）

※１０～１４歳





中央小 ルワンダの子供たちとの交流
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終わりに



グローバル化
の進展

●「外国に由来する人口」は2065年には総人口の12.2％
●年齢階層別にみると、20-44歳では総人口の総人口の17.9％

（出典）是川夕,2018,『日本における国際人口移動転
換とその中長期的展望－日本特殊論を超えて』,「移民
政策研究」Vol.10, pp.13-28



VUCAの時代

先行きが不透明で、将来の予測が困難

•Volatility 変動性：変化のスピードが速い
•Uncertainty 不確実性：予測できない

•Complexity 複雑性：多くの要因が絡み合っている

•Ambiguity 曖昧性：因果関係が不明瞭



出典：「令和3年版科学技術・イノベーション白書 Society 5.0の実現に向けて」（文部科学省）



子供たちに育むべき資質・能力

学習指導要領（平成29年３月告示）前文より

これからの学校には・・・（中略）・・・

一人一人の児童が、自分のよさや可能性を認識するとともに、

あらゆる他者を価値のある存在として尊重し、多様な人々と協働
しながら様々な社会的変化を乗り越え、豊かな人生を切り開き、
持続可能な社会の創り手となることができるようにすることが求
められる



ご清聴ありがとうございました。


